
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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夕
闇
に
誰
か
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に

白
き
さ
る
す
べ
り
の
花
房
ゆ
れ
る
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

昨
年
の
朝
顔
市
の
種
分
け
て

そ
れ
ぞ
れ
の
庭
で
さ
わ
や
か
に
咲
く
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

西
の
空
に
き
ら
き
ら
光
る
あ
か
ね
雲

思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ば
し
た
た
ず
む
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

原
爆
を
受
け
し
唯
一
の
国
と
し
て

九
条
の
平
和
守
り
ゆ
き
た
し
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

庭
の
木
に
虫
が
今
年
は
大
発
生

穴
だ
ら
け
の
葉
は
見
る
も
い
た
ま
し
　
　
　
　
坂
3

竹
笠
千
代
子

山
宿
の
水
か
ら
く
り
の
音
か
ろ
し
　
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

大
平
洋
目
の
前
に
し
て
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

喜
寿
祝
ふ
熱
海
の
海
の
大
花
火
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

て
い
ね
い
に
施
餓
鬼
塔
婆
を
立
て
に
け
り
　
　
本
3

中
野
　
好
一
　

涼
新
た
赤
子
の
ま
は
り
笑
ひ
声
　
　
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

曾
孫
た
ち
集
ひ
て
盆
を
迎
へ
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
船
津
　
美
恵

わ
が
影
を
釣
瓶
落
し
に
追
ひ
に
け
り
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

日
々
に
色
深
く
な
り
を
り
秋
の
草
　
　
　
　
　
本
2

豊
田
　
匡
子

旗
揚
げ
て
越
後
に
実
る
天
地
人
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

秋
風
に
蝉
の
鳴
き
声
穏
や
か
に
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

曇
る
日
の
富
士
に
出
番
の
な
い
カ
メ
ラ
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

見
た
め
ギ
ャ
ル
会
話
を
す
れ
ば
素
直
の
子
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

石
段
を
見
上
げ
や
め
と
く
奥
の
院
　
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

初
舞
台
師
の
ま
な
ざ
し
を
背
に
受
け
て
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

マ
イ
バ
ッ
ク
下
げ
て
寡
黙
な
レ
シ
ピ
族
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

長
寿
こ
そ
歩
ん
だ
き
ざ
し
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

●
10
月
に
集
中
的
な
滞
納
整
理
を

実
施
し
ま
す
。

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
事
情
に

よ
り
早
期
の
納
税
が
困
難
な
場
合

に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A

第
34
回
社
会
福
祉
大
会

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）
式

典
＝
午
前
9
時
半
か
ら
、
ふ
れ
あ

い
広
場
＝
午
前
11
時
か
ら

場
　
所

市
役
所
駐
車
場

※
苗
木
の
無
料
配
布（
先
着
200
人
）

も
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0
（
苗
木
の
配

布
は
市
建
設
課
・
内
線
4
3
2
2
）

A

手
話
講
習
会
（
初
級
）

日
　
時

10
月
15
日
〜
22
年
3
月

11
日
の
毎
週
木
曜
、
計
20
回
、
午

後
6
時
50
分
〜
8
時
50
分

場
　
所

や
す

ら
ぎ
会
館

対
　
象
　
中
学

生
以
上
の
市
内

在
住
在
勤
者
で
入
門
コ
ー
ス
修
了

ま
た
は
同
程
度
の
方
30
人

費
　
用

実
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み

10
月
9
日
（
金
）
ま
で

A

「
ふ
れ
あ
い
さ
わ
や
か
農
園
」

の
農
園
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

南
2
丁
目
に
「
ふ
れ
あ
い
さ
わ

や
か
農
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

対
象
は
高
齢
者
・
障
害
を
お
持
ち

の
方
・
お
子
さ
ん
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

A

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
第
6
回
認
知
症
予
防
教
室
」

日
　
時

10
月
15
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
ら
な
い
た
め
の
転
倒
予
防
体
操

講
　
師
　
長
嶺
芳
文
氏
（
な
が
み

ね
治
療
院
院
長
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
・
高
齢
者
体
力
つ
く
り
支
援
士
）

対
　
象
　
30
人
（
費
用
は
無
料
）

持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
。

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0
（
当
日
参
加
も
可
能
）

A

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
「
認
知
症
予
防
教
室
」

日
　
時

10
月
22
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時
半

場
　
所

市
役
所
2
階
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム

内
　
容

歩
く
フ
ォ
ー
ム
を
見
直

し
て
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ

講
　
師
　
駒
崎
優
氏
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
費
用

は
無
料
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
。

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

日
　
時

10
月
31
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
半

場
　
所

熊
谷
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
J
R
熊
谷
駅
）
※
入
場
無
料

問
合
せ

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部
1
0
4
8
・
8
2
9
・
2
6

8
1

期
　
間

10
月
30
日
（
金
）
〜
11

月
3
日
（
火
・
祝
日
）

場
　
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
ほ
か
（
J
R
さ
い
た
ま
新

都
心
駅
）

問
合
せ
　
県
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
1
0
4
8
・

8
3
0
・
6
9
2
2

認
知
症
予
防
教
室

社
会
福
祉
協
議
会

1
2
8
5
・
2
0
5
0

赤
十
字
思
想
誕
生
150
周
年
記
念

赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
な
び
ピ
ア
埼
玉

川
口
税
務
署

1
2
5
2
・
7
9
5
4

赤
い
羽
根
の
「
共
同
募
金
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
12
月
31
日
ま
で
）

問
合
せ

県
共
同
募
金
会
鳩
ヶ

谷
市
支
会
1
2
8
5
・
2
0
5
0



対
　
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方

入
会
説
明
会
　
毎

月
第
3
火
曜
、
午

後
1
時
半
か
ら
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

木
1
〜
19
〜
4
）
で

問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
1

2
8
1
・
9
8
8
1

日
　
時
　
10
月
18
日
（
日
）、
午

前
9
時
〜
11
時
に
受
付

集
合
場
所

浦
和
美
園
駅

内
　
容
　
大
門
宿
の
歴
史
と
自
然

散
策
…
浦
和
美
園
駅
〜
川
口
自
然

公
園
〜
大
崎
園
芸
植
物
園
〜
浦
和

美
園
駅
（
約
10
d
、
雨
天
決
行
）

問
合
せ

埼
玉
高
速
鉄
道
1
1
0

4
8
・
8
7
8
・
6
8
5
5

日
　
時

11
月
11
日
（
水
）
午
前

10
時
集
合

内
　
容

リ
ズ
ム
運
動
、
園
庭
あ

そ
び
※
給
食
1
食
2
0
0
円
（
希

望
者
で
子
ど
も
の
み
で
す
）

申
込
み
　
各
実
施
日
の
1
週
間
前

の
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
。
先
着
順

問
合
せ

は
と
が
や
保
育
園
1
2

8
4
・
1
4
3
8

※
費
用
は
無
料
、
場
所
は
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
す
。

A

倫
理
の
集
い

日
　
時

q
10
月
16
日
（
金
）
＝

「
夫
婦
の
き
ず
な
」、
w
11
月
20
日

（
金
）
＝
「
心
と
身
体
の
健
康
」、

両
日
と
も
午
後
2
時
〜
4
時

問
合
せ

同
会
・
岩
渕
1
2
8

1
・
5
3
2
0

A

母
親
の
為
の
生
涯
学
習
「
笑
顔

の
素
敵
な
お
母
さ
ん
に
な
り
ま

せ
ん
か
」

日
　
時

11
月
18
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

問
合
せ

同
会
・
遠
藤
1
2
8

1
・
6
0
8
2

子
育
て
を
し
て
い
る
家
族
の
交

流
な
ど
を
行
う
子
育
て
連
絡
会
で

す
。
発
足
に
向
け
て
、
個
人
・
サ

ー
ク
ル
問
わ
ず
、
参
加
者
・
協
力

者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

発
会
式

11
月
11
日
（
水
）

問
合
せ
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
代
表
・
村

川
1
2
8
3
・
6
9
7
9
、
E
メ

ー
ルharm

ony_hatogaya@
yah

oo.co.jp

日
　
時

q
10
月
17
日
（
土
）
午

後
2
時
〜
4
時
、
w
11
月
7
日

（
土
）
午
後
2
時
〜
4
時

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

内
　
容

q
家
族
葬
っ
て
ど
ん
な

お
葬
式
w
家
族
葬
っ
て
い
く
ら
？

講
　
師

鎌
田
明
氏
（
N
P
O
法

人
全
国
葬
送
支
援
協
議
会
副
理
事
長
）

定
　
員

20
人
（
費
用
無
料
）

問
合
せ

N
P
O
法
人
全
国
葬
送

支
援
協
議
会
鳩
ヶ
谷
支
部
・
前
田

1
2
8
3
・
8
3
5
7

問
合
せ
　
川
口
調
停
協
会
（
川
口

簡
易
裁
判
所
内
）
1
2
5
2
・
3

7
7
0
（
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金

曜
、
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

埼
玉
県
な
ど
の
八
都
県
市
で

は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
一
言

宣
言
を
11
月
末
ま
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
職
場
で
も
、
仕

事
と
家
庭
生
活
の
調
和
の
あ
り
方

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

県
少
子
政
策
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
3
4
3

期
　
間

10
月
16
日
（
金
）
〜
11

月
16
日
（
月
）

●
埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画

（
第
5
次
）
一
部
改
定
原
案

期
　
間

11
月
2
日
（
月
）
〜
12

月
1
日
（
火
）

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
広
聴
広
報
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
2
8
5
0

日
　
時

11
月
11
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

場
　
所

フ
レ
ン
デ
ィ
ア
（
J
R

川
口
駅
東
口
キ
ュ
ポ
・
ラ
4
階
）

日
　
時

10
月
20
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
（
J
R
さ
い
た
ま
新
都
心

駅
）

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
口
1

2
5
1
・
2
9
0
1

蘆
住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
人
確
認

情
報
の
利
用
お
よ
び
提
供
に
関

す
る
条
例
（
仮
称
）
骨
子
案

11
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秋
を
迎
え
、
魚
が
一
段
と
美
味

し
く
な
っ
た
。
時
た
ま
通
う
寿
司

屋
さ
ん
で
も
、
寿
司
ネ
タ
が
増
え

る
。
小
樽
、
塩
釜
、
新
潟
等
お
寿

司
が
美
味
し
い
街
は
多
く
、
特
色

の
あ
る
地
魚
が
あ
る
。

さ
て
、「

」
は
コ
ノ
シ
ロ
で

あ
る
。
成
魚
（
30
cm
）
に
な
る
前

は
江
戸
前
の
「
小
肌
」
と
な
り
、

ま
た
、
関
西
で
は
「
バ
ッ
テ
ラ
」

に
使
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
、
料
理
番
組

で
、
江
戸
時
代
に
は
、

は
サ
ン

マ
だ
っ
た
と
説
明
が
あ
り
、
な
る

ほ
ど
と
頷
か
さ
れ
た
次
第
だ
。

江
戸
時
代
に
は
、
10
月
に
入
る

と
、
脂
が
乗
っ
て
ま
る
ま
る
太
っ

た
「
サ
ン
マ
」
が
銚
子
沖
か
ら
江

戸
湾
に
大
量
に
押
し
寄
せ
る
。
大

消
費
地
で
あ
る
江
戸
の
魚
河
岸
は

一
挙
に
荷
揚
げ
さ
れ
る
大
量
の
サ

ン
マ
で
大
騒
ぎ
と
な
る
。
な
に
せ

サ
ン
マ
は
鮮
度
が
命
。
辻
ご
と
に

サ
ン
マ
を
焼
く
煙
が
街
中
に
充
満

し
た
と
の
記
録
が
あ
る
そ
う
だ
。

江
戸
中
が
サ
ン
マ
で
あ
ふ
れ
、
お

祭
り
の
様
相
だ
っ
た
の
だ
。

こ
ん
な
わ
け
で
栄
養
価
の
高
い

し
か
も
安
価
な
サ
ン
マ
は
、
江
戸

庶
民
の
元
気
の
素
、
活
力
の
源
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

落
語
で
は
目
黒
の
サ
ン
マ
が
有

名
だ
が
、
こ
の
時
代
は
直
火
焼
な

の
で
、
焼
け
こ
げ
い
っ
ぱ
い
の
サ

ン
マ
で
は
、
殿
様
の
口
に
合
わ
な

か
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま
う
。

「

」
の
塩
焼
き

近
年
、
サ
ン
マ
の
漁
獲
量
が
減

っ
て
い
る
。刺
身
も
良
い
の
だ
が
、

サ
ン
マ
は
何
と
言
っ
て
も
塩
焼
き

が
一
番
だ
。
1
尾
1
5
0
0
円
も

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
鮮
度
さ
え

良
け
れ
ば
安
価
な
も
の
で
十
分
。

塩
焼
き
の
コ
ツ
は
、
尾
び
れ
ま

で
丁
寧
に
塩
を
ふ
り
、
始
め
は
強

火
で
全
体
を
焼
き
、
そ
の
後
中
火

で
仕
上
げ
る
。
カ
ボ
ス
と
私
の
故

郷
の
辛
み
大
根
お
ろ
し
を
添
え
る

と
最
高
の
ご
ち
そ
う
に
な
る
。

サ
ン
マ
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に

し
、
ま
た
、
体
内
の
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、
脳
を
活
性

化
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
健

康
食
の
優
等
生
」
で
あ
る
。

秋
の
夕
暮
れ
は
早
い
。

後
片
付
け
が
ち
ょ
っ
と
大
変
だ

が
、
サ
ン
マ
を
焼
い
て
、
秋
の
風

情
を
楽
し
み
た
い
。「
ま
つ
た
け
」

も
あ
る
と
良
い
の
で
す
が
…
。

民
事
調
停
相
談
会

S
R
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

家
庭
倫
理
の
会

は
と
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

障
害
者
県
南
地
域

就
職
面
接
会

お
葬
式
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

意
見
を
募
集
し
ま
す

県
民
コ
メ
ン
ト
制
度

子
育
て
支
援「
す
き
っ
ぷ
」


